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町
で
取
り
組
ま
れ

た
事
、
ま
た
今
後
の

方
針
は
。

平
成

�年
に
「
人

権
擁
護
の
町
宣
言
」

を
し
、
差
別
の
な
い
明
る
く

住
み
よ
い
町
を
目
指
し
て
い

る
。
偏
見
を
解
消
し
、
正
し

い
理
解
と
行
動
が
で
き
る
よ

う
に
啓
発
し
て
い
く
事
が
大

切
と
考
え
る
。
今
後
、
国
か

ら
の
指
針
が
示
さ
れ
た
時
に

は
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

様
々
な
情
報
か
ら

影
響
を
受
け
や
す
い

子
ど
も
達
へ
の
、
性
の
多
様

性
に
関
す
る
全
体
教
育
に
つ

い
て
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
職
員
を
対
象
と

し
た
研
修
を
実
施
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
、
保
護
者

ら
が
自
主
的
に
研
修
会
を
実

施
し
た
。
学
校
現
場
に
お
い

て
は
、
子
ど
も
の
発
達
段
階

に
十
分
な
配
慮
が
必
要
と
考

え
る
。
学
校
全
体
で
共
通
理

解
を
図
る
と
共
に
、
保
護
者

の
理
解
を
得
る
事
、
事
前
に

集
団
指
導
の
内
容
と
個
別
指

導
の
内
容
を
区
別
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
今
後

も
正
し
く
知
る
教
育
を
充
実

さ
せ
、
性
的
指
向
に
つ
い
て

も
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
教
育

を
進
め
て
い
く
。

令
和

５
年

６
月
、
国
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
を
制
定
。

法
を
悪
用
し
た
犯
罪
や
海
外
の
混
乱
事
例
か
ら
、
不
安
を
感

じ
る
中
自
治
体
で
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
る
。

地域振興イベントは

町民参加イベントを計画する

町
長

地
域
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
予
定
は
あ
る
か

令
和
６
年
度
は
、

町
制
施
行

�周
年
の

節
目
を
迎
え
る
。
今
年
度
は

地
域
活
力
創
出
の
た
め
の
様

々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

未
来
創
造
の
た
め
前
進
し
て

き
た
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
、

文
化
的
効
果
、
地
域
産
業
活

性
化
と
い
っ
た
経
済
的
効
果

が
期
待
で
き
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
繋
が
る
と
考
え

て
い
る
。
県
の
「
清
流
の
国

ぎ
ふ
」
文
化
祭
２
０
２
４
な

ど
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
町

の
魅
力
を
発
信
す
る
絶
好
の

機
会
に
な
る
も
の
と
考
え

る
。
産
業
の
分
野
で
は
、

「
養
老
フ
ェ
ス
タ
」
ま
た
、

文
化
・
芸
術
の
分
野
で
は

「
薪
能
」
を
開
催
し
、
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
町
民
が
積

極
的
に
参
加
で
き
る
地
域
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
く
。

問答

問答 令
和

５
年
度
は
「
ま
る
ご
と
肉
祭
り
養
老

２
０

２
３
」
が

行
わ
れ
た
。
令
和

６
年
度
は
町
制
施
行

�周
年
の
節
目
の
年

と
な
る
。

問答

学校現場でのＬＧＢＴ教育は

人権を尊重する教育を進める

教
育
長

◆清
し

水
みず

由
ゆ

美
み

子
こ

議員

令和元年開催の養老フェスタ

◆吉
よし

田
だ

太
た

郎
ろう

議員

。
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遊休施設の現状と利活用は

関係団体と協議していく

町
長

遊
休
施
設
の
現
状

と
年
間
の
維
持
管
理

費
は
。

遊
休
施
設
は

�箇

所
で
年
間
の
維
持
管

理
費
は
令
和
５
年
度
予
算
で

約
２
１
４
万
円
で
あ
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
統
合
し
、
町
民
プ
ー
ル
を

統
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て

再
利
用
す
る
基
本
設
計
が
さ

れ
、
１
０
５
０
万
円
程
の
詳

細
設
計
の
予
算
が
計
上
さ
れ

た
。
今
後
の
事
業
計
画
と
概

算
金
額
は
。令
和
４
年
度
に
養

老
町
公
共
施
設
検
討

会
を
設
置
し
、
保
健
セ
ン
タ

ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

統
合
す
る
方
針
を
受
け
基
本

設
計
を
実
施
し
た
。
想
定
以

上
の
老
朽
化
、
資
材
の
高
騰

等
で
再
考
の
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
、
財
源
の
検
討
も
含

め
早
期
実
現
に
努
力
し
て
い

再
利
用
し
な
い
施

設
は
除
却
解
体
す
べ

き
で
あ
る
。用
途
廃
止
し
た
施

設
は
除
却
す
る
こ
と

に
な
る
。
財
源
の
確
保
も
必

要
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
連

携
し
協
議
し
て
い
く
。

公
共
施
設
の
統
廃
合
、
集
約
化
は
聖
域
な
く
統
合
、
再
編
、

廃
止
等
を
検
討
し
て
い
く
方
針
の
中
で
、
今
後
の
事
業
の
実

施
計
画
が
注
視
さ
れ
る
。

養
老
町
に
お
け
る

企
業
誘
致
に
対
す
る

用
地
の
準
備
状
況
は
。

養
老
イ
ン
タ
ー
、

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

周
辺
に
お
い
て
農
振
除
外
地

が
あ
り
、
船
附
地
域
に
お
い

て
農
村
産
業
法
指
定
地
域
が

あ
る
。

ス
ー
パ
ー
サ
ン
シ

㈱
の
開
発
が
遅
れ
て

い
る
が
、
養
老
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る

か
。

定
期
的
に
状
況
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。

現
時
点
で
は
進
捗
が
見
ら
れ

な
い
。
事
業
者
に
対
し
計
画

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
く
。ス
ー
パ
ー
サ
ン
シ

㈱
が
購
入
し
農
地
転

用
し
た
約

�万
㎡
、
養
老
町

が
売
却
し
た
道
水
路
約
１
・

２
万
㎡
へ
の
課
税
状
況
は
。

固
定
資
産
税
評
価

基
準
で
は

※

宅
地
等

介
在
農
地
と
し
て
宅
地
並
み

の
評
価
と
さ
れ
て
い
る
。
当

町
で
は
転
用
が
さ
れ
る
ま
で

現
況
に
変
化
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
農
地
課
税
と
し
、
道

路
は
非
課
税
で
あ
る
。
宅
地

等
介
在
農
地
の
評
価
方
法
を

採
用
す
る
こ
と
は
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

平
成

�年
に
農
地
転
用
が
許
可
さ
れ
、
２
年
前
に
ス
ー
パ
ー

サ
ン
シ
㈱
に
約

�
haが

売
却
さ
れ
た
。
こ
の
開
発
計
画
に
養

老
町
と
し
て
の
考
え
が
問
わ
れ
る
。

企業誘致対策は

事業者に働きかけていく

町
長

答 問 答 問

答 問問答

◆松
まつ

永
なが

民
たみ

夫
お

議員

スーパーサンシが購入した旧町道

答 問

旧町民プール

問

答

※
宅
地
等

介
在

農
地
と
は
、

農

地
法

第
４

条
第

１
項

及
び

第

５
条

第
１

項
の

規
定
に
よ
り
、

宅
地
等

へ
の

転
用
の

届
出
・

許
可
を
受
け
た

土
地
で
、

そ

の
後
の

賦
課
期

日
時

点
に
お

い
て
も

転
用
目
的
を
達
成
し

て
い
な
い
土
地
を
い
う
。

く
。
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